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○議事日程〔 第１号 〕 

 １１月２６日（木曜日）午前１０時 開会 

 ※開会宣告 

※開議宣告 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３   第６４号議案及び第６５号議案並びに 

      報第１６号上程 

      （提案理由説明・質疑・討論・表決） 

  

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ    

  

○出席議員（２０名） 

１  番  近 藤 紀 男 
２ 番  成 重 博 文 
３  番  安 達    隆 
４  番  尾 上 真 一 
５  番    山  田  秀  夫 
６  番  松 本 博 彰 
７ 番   中山田  健  晴 
８  番    河  野  徳  久 
９  番    明 石 光 子 
１１  番    村 上 和 人 
１２  番    鴛  海  政  幸 
１３  番    後  藤  龍太郎 
１５  番    北 崎 安 行 
１６  番    川 原  直 記 
１７  番    河  野  正  春 
１８  番    山 本 博 文 
１９  番    菅    健 雄 
２０  番    堂 園 慶 吾 
２１  番    徳 永   浄 
２２  番    大  石  忠 昭 

 
○欠席議員（２名） 

１０ 番  土 谷   力 

１４  番    安  東  正  洋 
 

○職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  甲 斐 智 光 

議 事 係 長  清 水 栄 二 

庶 務 係 長  伊 藤 康 輔 

 

 

書    記  近 藤 浩 二 

 

○説明のため議場に出席した者の職氏名 

市     長  永 松 博 文 

副  市  長  鴛 海   豊 

会計管理者兼市参事兼会計課長  

           安 東 洋 義 
市参事兼真玉市民センター長 

 岩 永 澄 雄 
市参事兼香々地市民センター長 

 大 園 栄 治 
市参事兼企画情報課長 中 嶋 栄 治 

市参事兼税務課長  尾 造 正 直 
市参事兼消防長  福 光 博 文 
総 務 課 長  桒 原 茂 彦 

財 政 課 長    増 田 正 義 
市 民 課 長  橋 本 和 明 
保 険 年 金 課 長  南 松 豊 久 
子育て・健康推進課長 安 東 道 男 
環 境 課 長  後 藤 則 隆 

商 工 観 光 課 長  佐 藤 之 則 
農 林 振 興 課 長   井 上 晃 一 
農 地 整 備 課 長  河 野 義 雄 
建  設  課  長  野 村 信 隆 
下 水 道 課 長  佐 當 公 夫 
福 祉 事 務 所 長  安 東 良 介 
水 道 課 長  甲 斐 好 信 
総 務 法 規 係 長     佐々木 真 治 
秘 書 係 長    飯 沼 憲 一 

   
教育庁 
教  育  長  河 野   潔 
総 務 課 長  奥 田 秀 穂 
学 校 教 育 課 長  早 田 義司郎  

 

○議長（鴛海政幸君）  おはようございます。 

 ただ今の出席議員は２０名で、議員定数の半数に

達しております。 

 よって、平成２１年第４回豊後高田市議会臨時会

は成立いたしましたので開会いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 市長ほか関係者の出席を求めましたので、ご了承

願います。 

平成２１年第４回豊後高田市議会臨時会会議録（第１号） 
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○議長（鴛海政幸君）  日程第１、会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員に、１１番村上和人君及び１３番

後藤龍太郎君を指名いたします。 

○議長（鴛海政幸君）  日程第２、会期の決定を議

題といたします。 

 おはかりいたします。 

 今期臨時会の会期は本日１日限りとしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、今期臨時会の会期は本日１日限りと決定

いたしました。 

 なお、会期中の会議予定は、お手元に配付してお

ります会議予定表のとおりです。 

○議長（鴛海政幸君）  日程第３、第６４号議案及

び第６５号議案並びに報第１６号を一括議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長永松博文君。 

○市長（永松博文君）  本日ここに第４回臨時会を

招集いたしましたところ、議員各位にはご多忙中に

もかかわりませず、ご出席くださいまして誠にあり

がとうございます。 

 それでは、本臨時会に提案いたしました議案及び

報告につきまして、その大要をご説明申し上げます。 

 第６４号議案の豊後高田市議会議員の議員報酬、

期末手当及び費用弁償に関する条例等の一部改正に

ついてでございますが、平成２１年８月に出されま

した国家公務員の給与に関する人事院勧告等を勘案

し、市議会議員並びに市長、副市長及び教育長に支

給する期末手当の額を改定する措置を講ずるため、

所要の規定の整備を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、市議会議員並びに市長、

副市長及び教育長に支給する期末手当の額について、

６月に支給する期末手当の支給月数を、現行の１０

０分の１６０から１００分の１４５に、１２月に支

給する期末手当の支給月数を、現行の１００分の１

７０から１００分の１６０に改定する措置を講ずる

ものでございます。 

 これにより、平成２１年６月に支給いたしました

期末手当に係る支給月数は、すでに０.１５月分を暫

定的に減額する特例措置を講じておりますので、平

成２１年１２月に支給する期末手当の支給月数を、

今回０.１月分減額する措置を講じることにより、合

わせて０.２５月分の減額改定を行うことといたし

ております。 

 次に、第６５号議案の豊後高田市職員の給与に関

する条例及び豊後高田市職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の一部改正についてでございま

すが、平成２１年８月に出されました国家公務員の

給与に関する人事院勧告等を勘案し、一般職に属す

る職員に支給する給料、期末手当及び勤勉手当の額

並びに再任用職員の期末手当及び勤勉手当の額を改

定する措置を講ずるため、所要の規定の整備を行う

ものでございます。 

 改正内容につきましては、一般職に属する職員の

給与につきまして、給料表の給料月額を平均０.２パ

ーセント引き下げるとともに、期末手当・勤勉手当

につきまして、６月に支給する期末手当の支給月数

を現行の１００分の１４０から１００分の１２５に、

勤勉手当の支給月数を現行の１００分の７５から１

００分の７０に、また、１２月に支給する期末手当

の支給月数を現行の１００分の１６０から１００分

の１５０に、勤勉手当の支給月数を現行の１００分

の７５から１００分の７０に改定する措置等を講ず

るものでございます。 

 これにより、平成２１年６月に支給いたしました

一時金に係る支給月数は、すでに０.２月分を暫定的

に減額する特例措置を講じておりますので、平成２

１年１２月に支給する一時金の支給月数を、今回０.

１５月分減額する措置を講じることにより、合わせ

て０.３５月分の減額改定を行うとともに所要の調

整を行うことといたしております。 

 報第１６号の損害賠償の額の決定及び示談につき

ましては、市道入津原中之島線において学校給食配

送車両が家屋に接触し雨樋を破損した事故、応利山

登山道駐車場において清掃作業中に車両のドアガラ

スを破損した事故及び県道豊後高田安岐線において

公用車を運転中、相手方車両に衝突された事故の３

件について、地方自治法第１８０条第１項の規定に

基づき専決処分したので、同条第２項の規定により

報告するものでございます。 

 以上、本臨時会に提案いたしました議案について

ご説明申し上げましたが、何とぞ慎重審議の上、ご

協賛賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鴛海政幸君）  おはかりいたします。 

 本案については、委員会の付託を省略いたしたい

と思います。 
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 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第６４号議案及び第６５号議案並びに報

第１６号については、委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君）  日本共産党の大石であり

ます。第６４号、６５号議案について質疑を最初い

たします。 

 一つは、特に職員に及ぼす影響大きいと思うんで

すけれども、今回この条例改定を提案するまでの経

過として、職員組合とはいつ、どういう交渉した結

果どうなったのか、組合のほうから今回の改定につ

いてどのような意見が出されたか、市民の前に説明

をしてもらいたいと思います。 

 二つ目が、今回の改定によって年間を通して及ぼ

す影響というのは、各項目別に見たら対象人員が何

人でその金額はいくらと。今回この二つの議案を通

じて総計で１年間に換算したらどれぐらいの減額に

なるというのか、市民の前に説明してもらいたいと

思うんです。 

 それから三つ目が、県下１４市ありますが、この

人勧に伴ってそれぞれ臨時議会とかあるいは３０日

に１２月議会を開きまして初日に議決をするような

んですけれども、改定額というのはいわゆる率です

か、もう１４市とも同額なのか、いや、少しは違い

があるのか。今朝の新聞なんかを見ると、議員のも

のについては竹田でしたか、二つの議案が出されて

一つは否決、一つ可決というようなことになってる

んですけれども、あなた方が掌握しとれば県下１４

がどうなってるし、高田はこうなんだということで

比較対照したいので説明してもらいたいと思うんで

す。 

 それから、専決処分で三つの事例が出されており

ますが、報告第９号についてなんですけれども、最

近、こういう事件といいますか事例が頻繁に起こっ

てるようなんですけれども、今回のまた内容は違う

んですけれども、それぞれ内容が違うんですけれど

も、この給食センターの運搬車の問題について、委

託をしてるんだけども民間委託になったけれども、

やっぱりこういう補償問題というのは市に、議会で

議決して市が補償するということになるんですか。

その辺ちょっと理解しにくいので説明してもらいた

いし、三つの事例それぞれ違うんだけども、今後こ

ういうことを頻繁に起こさないために何らかな、今

回のこの事故から学んで今後の市政にどう活かそう

としてるのか、あれば説明してもらったらと思いま

す。 

 以上であります。 

○議長（鴛海政幸君）  総務課長桒原茂彦君。 

○総務課長（桒原茂彦君）  大石議員の質疑にお答

えをいたします。 

 まず、職員組合との交渉経過についてでございま

すけども、今回の人事院勧告の一般職員に対する勧

告につきましては、組合との交渉により、大分県及

び県下１３市の情勢並びにこれまでの人勧準拠の対

応を勘案いたしまして、職員組合との大変厳しい内

容ではございましたけども、いろいろなご意見・要

求も出されたところでございます。そういった交渉

経過を踏まえまして、何とかこちらの要求を理解を

していただきまして妥結に至ったところでございま

す。これまでもすでにもう５パーセントカットの給

与のカット、それから６月には賞与のカット、減額

等措置を行っておりますので、組合としては非常に

厳しい、生活が大変苦しいんで今回は見合わせてい

ただきたいというような強い要望もございましたけ

ども、やはり私ども国に依存する弱小自治体におい

ては、やはり人事院勧告は尊重しなければいけない

ということで、何とかご理解をいただいてきたとこ

ろでございます。 

 交渉の日程につきましては、１１月１１日副市長

と組合との交渉で１日、それから次の１２日に市長

と拡大闘争委員会規模４６人で１９時から１２時過

ぎまでの交渉を行ってきたところでございます。 

 次に年間の影響額でございますけども、まず特別

職、特に市議会議員の皆様方につきましては、一応

議員２２名分で、すでに支給済みの６月期０．１５

月減額をしております。その分につきましては一応

改正前が１，３９１万４００円、改正後が１，２６

０万６，３００円で、影響額がマイナスの１３０万

４，１００円でございます。１２月期が今度お願い

する分でございますけども０．１月分の減額という

ことで、改正前が１，４７７万９，８００円で、改

正後０．１月減額した分が１，３９１万４００円と

なりまして、差し引き８６万９，４００円の減額と

なります。議員さんの関係の影響額につきましては、

６月と１２月を合わせますと２１７万３，５００円
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でございまして、率が全体で０．２５月分の減とい

うことです。 

 それから特別職につきましては市長、副市長及び

教育長の３人分が、一応すでに６月において０．１

５月の調整をやっておりますので、改正前が３７３

万５，２００円、改正後が３３８万５，０２５円で、

差引影響額がマイナスの３５万１７５円、それと共

済費が同じくマイナスの５万４，０００円となりま

す。今回、１２月でお願いする分が０．１月の削減

で、改正前が３９６万８，６５０円、改正後が３７

３万５，２００円となりますので、差し引き２３万

３，４５０円の影響、マイナスになります。それに

伴いまして共済費も３万６，０００円ほど減額にな

ります。したがいまして、特別職につきましては、

６月期と１２月期を合わせますと５８万３，６２５

円でございます。それに共済費の９万円を含めます

と６７万３，６２５円で、率は０．２５月分の減で

ございます。 

 それから職員の関係ですけども、賞与の関係から

申し上げますと、一応６月の分で改正前が２億８，

７５８万２，４８７円で、改正後が２億６，０６０

万９，８４４円となり、差し引き２，６９７万２，

６４３円の減額となります。これ一応職員３４９人

でございます。１２月の今回の分で０．１５月分の

減額という形になっておりまして、職員数全体３４

７人の影響額につきましては、一応改正前が３億１，

４３５万円、改正後が２億９，４２８万６，０００

円、差し引き２，００６万４，０００円となります。

これで６月期と１２月期を合わせますと４，７０３

万６，６４３円で、共済費が６３６万２，０００円

ございますので、これを合計いたしますと５，３３

９万８，６４３円の影響額となるところでございま

す。 

 それから、俸給表の改定の分で０．２パーセント

引下分がございまして、この分の年間影響、給料の

分が２４３万６，０００円、共済費が４８万円で、

全体で２９１万６，０００円の影響額となります。

これ職員数３４７人全員おりますけども、該当する

職員については３１１人でございます。１級から３

級までの分、若年層については一応今回適用しない

ということで、号級の高いほうに多く減額措置を講

じてるものでございます。 

 それと、これは一応０．２の分で一応全体で調整

をいたします分で給与の分で１３万４，５３３円、

それから賞与が５４万２，７２７円、共済費が１０

万６，０００円で７８万３，２６０円の賞与、これ

０．２パーセントにそれぞれ手当を掛けて４月から

１１月までの８ヶ月分を掛けた分を調整する額でご

ざいます。それで職員全体が一応影響額で賞与、俸

給表それから調整額を含めますと５，７０９万７，

９０３円が一応影響額となるところでございます。 

 それから、他市の状況ですけども、一応、いま現

在把握してるところが当市と同じ内容で改定等を行

ってるのが全部で５市でございます。いま現在把握

してるのは。 

 以上でございます。 

○議長（鴛海政幸君）  財政課長増田正義君。 

○財政課長（増田正義君）  まず１点の給食センタ

ーの件でありますが、民間委託しているのに市が負

担をするのかというご質問でございます。 

 この事故については、学校が夏休み中に桂陽小学

校の給食ヤードを改修をしたものについての完成検

査に職員が移動中に事故が起こったものであります。 

 それと、今回の事故を今後どう市政に活かすのか

ということでございますが、職員の車の運転につい

ては課長会等で折に触れて、慎重な運転をするよう

に申し上げておりますが、今後はさらに徹底して慎

重運転を期するように指示をしていきたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（鴛海政幸君）  総務課長桒原茂彦君。 

○総務課長（桒原茂彦君）  すみません。先程、調

整率の関係で０．２パーセントと言いましたけども

０．２２パーセントでございました。すみません。

訂正をよろしくお願いいたします。 

○議長（鴛海政幸君）  いいですか大石議員。 

 ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君）  再質疑をします。一つは、

いまの説明で、議員や市長など特別職や職員を合わ

せますと年間で約６，０００万の影響が出ると思う

んです。それで、お尋ねしたいのは、６，０００万

影響を及ぼすことによって、市内の商店街を始め地

域経済に及ぼす影響を市長がどう考えるかを聞きた

いんです。国民の暮らしが大変だということでああ

いう臨時給付金を出したりいろいろしたわけなんや

けど、実際には景気回復にはつながってないんだけ

ども、これだけの職員が年間で約６，０００万減額

されるということ、やっぱり地域経済に及ぼす影響

は大きいと思うんですけれども、その辺、市長自身

はどう考えてる、どう認識するかをちょっと聞きた
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い。 

 二つ目が、市からの歳出がそれだけ少なくて済む、

浮くわけなんですけども、それをいま市民が一番切

実に求めてるのは、例えば子育て支援の問題でも子

どもの医療費の無料化を拡大してくれとか、あるい

は国保税がいまの収入に比べて余りにも高過ぎると

か、介護保険料も負担が重過ぎるとか、何とかして

くれという悲鳴の声が大きいんですけど、年間６，

０００万円浮いたお金でそういう市民の切実な要求

にこたえて、引き下げをするとかあるいは医療費の

拡充をするとかいうような考え方があるのか、今後

この財源をどう有効に使うかということで、市長の

考えがあれば示してもらいたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鴛海政幸君）  市長永松博文君。 

○市長（永松博文君）  それでは、大石議員の再質

問にお答えいたします。 

 減額されたお金はどうなるかということでありま

すけれども、私ども予算は総額としてやっておりま

すし、それには交付税があり、また基金を取り崩し

て、またそれから起債もやってこの歳入を固め、そ

して歳出をやってるわけであります。そうしますと、

その歳出が少なくなれば、場合によっては起債を、

基金の取り崩しを少なくしたり、その収入をどうい

うふうにするかということで、総計的なものであり

ます。そういう面で、これによりその６，０００万

余ったということではないんであります。そういう

ことの中で、これがほんなら市民生活にどう影響す

るかということは、私どもとしてはどういう影響す

るか皆さん方が、今度は給料が高ければそれだけ地

域に買い物もすることもありましょうし、そうかと

いってそれができなくなるということもありますし、

また、それだけほかの事業にも回せるということも

あります。そういうことの中でこの６，０００万ど

ういうふうにするか、歳入を少なくするかそれとも

また補正とか何とかそういうものにやっていくかと

いうこと、全体的に考慮したいと、そう思っていま

す。 

 以上でございます。 

○議長（鴛海政幸君）  ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君）  じゃもう一度お尋ねしま

すが、先程の総務課長の説明で、職員組合との交渉

で２回行ったんだけどなかなか厳しいものがあった

けども、最終的に妥結できたということなんですが、

その中で２日目の時は市長が出たんですけど、市長

自身が職員組合の皆さんから、これだけ減額される

ことでこういう点で困るんだという、あなたが職員

の声を聞いてみて、減額することは職員にとってど

ういう点が一番困るということを一番あなた自身が

受けとめるような意見、いろんな意見があったとい

うことなんですけど、あなた自身がどう、これは大

変だ、これは申し訳ないというような職員組合から

意見があったのかどうなのか、その辺ちょっと市民

の前に明らかにしてもらえませんか。 

○議長（鴛海政幸君）  市長永松博文君。 

○市長（永松博文君）  組合交渉の内容についてで

ございますけれども、やはり職員としては、いまの

生活そのものがそんなに充分な生活じゃないと思っ

てますので、非常に苦しいということは事実だろう

と思います。しかしながら、そういうものの中に我々

としては国そしてまたその他市の、その都市との関

係もありますし、そしてその他人事院勧告というこ

ともありますのでお願いしたわけであります。トー

タルとしてはやっぱり生活が苦しいと、苦しくなる

ということであると思います。 

 以上でございます。 

○議長（鴛海政幸君）  ほかに質疑はありませんか。 

 （「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君）  これにて質疑を終結いたし

ます。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

 ２２番大石忠昭君。 

○２２番（大石忠昭君）  日本共産党の大石忠昭で

あります。 

 私は、第６５号議案について反対討論をいたしま

す。 

 市長など特別職、議員の期末手当の削減、第６４

号議案については反対をしませんが、市職員につい

ては、今年の６月に続き今回も削減することについ

ては、次の３点の理由で反対をいたします。 

 第１は、市職員の期末手当など減額をすれば日本

の景気回復に逆行、地域経済の疲弊を加速させるこ

とになるからであります。市長自身もいま、これだ

け減らせば職員の生活が苦しくなると、職員の気持

ちはわかるという意味の表明がありましたけれども、

確かに公務員の賃下げをすることは、今後さらに生

活保護費など国民の暮らしを守る基盤にも影響を与

えかねません。賃下げを強行すれば国民生活のあら

ゆる分野で内需を冷え込ませることになるからであ
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ります。 

 第２は、官民格差の是正を口実に公務員の賃金を

引き下げていくことは、際限ない賃下げ競争の悪循

環を拡大することにつながるからであります。むし

ろ、低過ぎる民間企業の賃金こそ引き上げるべきで

あります。時給６３１円という極端に低い最低賃金

を政府の責任で大幅に引き上げるべきであります。 

 第３は、今度の職員の期末手当などの削減が、そ

れによって市民の負担を軽減するとかあるいは市民

サービスを向上する、そういうことには活かされよ

うとしていないからであります。今回の給与や期末

手当・勤勉手当などの削減、それに伴う共済費を含

めますと年間で約６，０００万円が浮くことになり

ますが、しかし市長先程答弁がありましたように、

その節約できた財源は私は市民の切実な要求である

子どもの医療費の無料化を拡大する措置や、あるい

は高過ぎる国保税や介護保険料など市民の負担を軽

くする、そういうことに有効活用するべきなのに、

市長はそういう方針はない、だから私はこの改定に

は反対であります。 

 ぜひ、議員各位の皆さん方ご賛同をお願いを申し

上げまして、第６５号議案についての反対討論を終

わります。 

○議長（鴛海政幸君）  ほかに討論はありませんか。 

 （「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君）  これにて討論を終結いたし

ます。 

 これより第６４号議案を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（鴛海政幸君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第６４号議案については原案のとおり可

決されました。 

 次に、第６５号議案を起立により採決いたします。  

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

 （起立多数） 

○議長（鴛海政幸君）  起立多数であります。 

 よって、第６５号議案については原案のとおり可

決されました。 

○議長（鴛海政幸君）  以上で本臨時会に付議され

ました案件の審議は全部終了いたしました。 

 これをもちまして平成２１年第４回豊後高田市議

会臨時会を閉会いたします。 

     午前１０時３７分 閉会 
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